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掲載までの流れ
1. 「日本ロボット学会誌・寄稿および査読に関する規則集」を読む

2. 論文執筆・投稿
3. 査読委員1名，査読者2～3名の割り当て
4. 査読
5. 査読結果通知
6. 回答書と修正原稿作成・提出
7. 再査読
8. 採録決定  抄録を作成  掲載 (J-Stage)
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注1） 査読基準が異なる  論文の書き方が異なる
注2)  (A.) 新規性， (B.) 有用性， (C.) 提案性を軸として評価

和文誌の４分野

一般的な論文は「要素分野」へ

要素 システム設計・構築

人材育成・社会 実証実験

センサ，コンピュータ，アクチュエータ，機構，
モデリング，制御等の基幹要素に関する科学・技術

要素分野＝

「日本ロボット学会誌・寄稿および査読に関する規則集」参照
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論文執筆について
当たり前だが，原稿は丁寧に作成する．
 ミスを見つけるのは査読者の仕事ではありません．

専門家でなくともできる指摘を受けないように！
誤字・脱字
変数が宣言されてない
図番の対応が間違ってる
レイアウトの乱れ
図表の乱れ
最終PDFで必ず確認（PDF変換時の文字化け等）

こうしたミスを指摘する査読コメントが結構多い．
 査読者の心理状況を想像してみましょう．



論文執筆について
 論文の位置づけ，Contributionを明確にする
関連研究をたくさん調べる
（日本人学生の論文は得てして参考文献が少ない）

既存の研究で何が足りないのか，それに対して，
自分の研究がどう取り組むのかを議論

当該分野に対する自分の研究のContributionは何か？
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 採録可

 修正後採録可

 条件付採録可

 採録不可

ほとんどの場合がここ．
回答書作成の頑張りが重要．

査読結果通知

凄い論文は何をしても通る．

それでも諦めない！
内容が悪くなくても判断で
きない場合はここになる．



回答書作成
 ほとんどすべての論文は，ボーダーライン

（条件付採録可）の周辺
 論文が採択されるか否かは回答書・修正原稿作
成の頑張り次第．

 どれぐらい頑張る？
 論文投稿時：1年間の研究成果を8ページに綺
麗にまとめる．

 回答書：1ヶ月の頑張りを30ページ（以上）で
丁寧に書きなぐる．

 査読者の気持ちになって読みやすい回答書を心
がける．（照会内容，回答，修正箇所）



照会事項の例
 ～（前提・問題設定・定式化など）の妥当性が不明です．
説明を追加して下さい．→  説明を追加すれば良い（楽）

 ～のパラメータ・図の意味がよく分かりません．説明を追
加して下さい． →  説明を追加すれば良い（楽）

 ～の検証が不十分です．～を検証する実験をして，～の性
能を確かめて下さい． → 実験をすれば良い（ただし大変）．
状況によっては色々と方策あり．

 ～の定量的評価をして下さい． → 定量的評価を追加すれば
良い（大変なときあり）．その他方策あり．

 ～は本論文の主旨とは無関係です．～の記載を削除して下
さい．→ 削除する（楽）．

 ～は間違っていると思います．～を修正して下さい．→ 間
違っていると認める（楽）．間違っていない場合には説明
を追加する．



心構え
 投稿者の心構え
 査読者は神様（投稿者よりも立場が上）．
喧嘩の相手ではありません．

 論破ではなく穏やかな気持ちで納得してもらう．
 感謝・尊敬の気持ちを持つこと．
 すべての照会事項に対して真摯かつ全力で対応．

 査読の実際
 査読はボランティア（善意の作業）．
 照会事項は論文を良くするためのコメント．
 大抵の場合，査読者の言っていることは正しい．



査読者の方々へのお願い
• 査読へのご協力，大変ありがとうございます．

• 暖かい気持ちで，面白くて良い部分を前向きに評価
して頂けますと幸いです．

• 採録のための条件は，疑問形ではなく，明示的に
条件として書いて下さい．
[○] ～が不明です．～の説明を追加して下さい．
[×] ～はどうでしょうか？

• 採録のための条件を新規に出すのは，原則として
初回査読時のみ．
２回目以降は初回の条件が満たされているかどうか
のみを判定して下さい．



抄録について



おわりに
 和文誌には4分野．
 論文執筆は丁寧に！
 論文の位置づけ，Contributionを明確にすること．
 ほとんどすべての論文は，ボーダーライン周辺．
 論破ではなく穏やかな気持ちで納得してもらう．
 すべての照会事項に対して真摯かつ全力で対応．
 大抵の場合，査読者の言っていることは正しい．
 査読の内容や判定結果にご不明な点がございまし
たら，お気軽に会誌編集委員会までご連絡下さい．

 この後，模擬査読を企画！
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